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【研究の背景・目的】 
日本酒は海外からの関心も高く、近年、輸出金額・数量ともに増加傾向にあります。一方で、日

本酒製造は職人の勘と経験に頼る工程が多く、技術の継承や発酵工程における品質管理が課題とな

っています。 

日本酒の発酵工程において、酒母やもろみに含まれるアルコール濃度がプロセス管理および品質

管理の指標とされています。しかし、このアルコール濃度の計測は、その都度サンプルの採取が必

要となり、リアルタイムかつ連続的に把握することが困難です。そこで、汎用センサによるアルコ

ール濃度推定手法の開発およびリアルタイムでの発酵状態の可視化を目的に研究を実施しました。 

 

【研究の内容】 
⚫ 酒母の発酵過程で、副産物として二酸化炭素が生成

されることに着目し、酒母から発生する二酸化炭素

量と酒母中のアルコール濃度との関係を確認しま

した。 

⚫ 汎用の二酸化炭素センサを用いて、実際の酒母造り

で使用される開放タンクに適用できる二酸化炭素

測定装置を開発しました。 

⚫ 開発した二酸化炭素測定装置で酒母から発生する

二酸化炭素量を測定できることを確認し、二酸化炭

素の累積値から酒母中のアルコール濃度を推定で

きることがわかりました（図１）。 

⚫ 酒蔵での発酵管理を想定し、二酸化炭素測定装置に

発酵状況の遠隔通知機能を付加し、アルコール発酵

管理システムを構築しました（図２）。 

 

【研究の成果】 

従来の製品や技術と比較して優位性の高いアルコー

ル濃度推定手法を開発しました（表１）。また、酒蔵で

の運用を想定したアルコール発酵管理システムを構築

しました。 

本システムを活用することで、客観的かつリアルタ

イムな品質管理が期待されます。 

 

【企業への展開（今後の展開）】 
 開発したシステムの実用化に向けて、ベンダー企業

等に対して本研究成果の普及を図っていきます。 
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図１ 酒母発酵中のアルコール濃度 
   （赤）と二酸化炭素累積値（橙） 

図２ アルコール発酵管理システム 

表１ アルコール濃度測定方法の比較 
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